
２０２１年１０月２４日 主日礼拝 
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美             聖歌７０３番「うれいと罪より」 

（勝利勝利ハレルヤ） （主イエスをほめよ） 

使徒信条 

 

   聖  書  ①②                                                                                         ヨハネによる福音書１３章１～１１節 (P１６２) 

                                                                                       ③                                                                   コリント人への第一の手紙１５章１～１０節 (P２７３)                                                                          
 

音  楽                                                                                                                                お琴賛美(Ｖ） ラブソナタ２００７より  

 

メッセージ   ①②                  「愛は裏切らない」                                                                                                                                                                                                       小林詩音副牧師     
                      クリストス     

           ③        「ドクターΧριστός」                  大川従道主任牧師 

               （喪失が希望にかわるとき） 
 

賛  美                                                  「暗き谷間をたどる時も」（聖歌７２３番）  献金 

            （結城兄ご召天！） 

   頌  栄                  シャローム、シャローム！ アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆「若い頃に流さなかった汗は、年老いてから涙となって流れる」 

  受験生よ！祈っていますよ。最後までガンバレ-！！インマヌエル・アーメン！ 

・ 本日から、シャローム館を母子室として開放します。（使用方法：予約はいりません。） 

原則として０歳～３歳のお子様連れと保護者の方がお入り頂けます。  

大きなスクリーンで礼拝を捧げることができます。 ・午後、J.plusオンライン活動あり。 

・ 今週も祈祷会を大切に！①水曜１９時、②木曜１０時半。説教は佐々木副牧師。 

* ２７日と２８日夜７時から「ラブソナタ山形」がなされます。ユーチューブ配信。 

・ 英語礼拝は、土曜日１４時。森チャペルにて、日本語通訳あり。（土曜、ＣＢＳプラスあり） 

☆ご婚約おめでとう！仲宗根様と松井様。 
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石の枕  
  

 「怪物・松坂大輔去る！」の文字が、各新聞に躍った。「松坂世代」という 

名前が流行し、息子に「大輔」と命名した人は少なくはない。しかも、横浜高卒 

であるから、神奈川県民としては、記録しておきたい内容である。 

 現役最後の投球は、打者一人を相手に５球を投げ、結果は四球。最速 

はなんと１１８キロだった。１５０キロを連発した剛腕の面影はもうない。 

 日曜礼拝のイントロ（落語なら枕）で、本当は語りたかったが、第３礼拝 

は、英語と韓国語に訳されているので、ダジャレは許されない。そこで、ここで 

ちょっとウップン？「松坂の剛球
・ ・

も、最後は５球。５回投げたが、四球だった。」 

 この最終登板は思い描いていた形ではない。でも、「ボロボロになるまで 

やるよ」と言う言葉は貫いた。「世界一投げたがり」な投手が、ボールを置いた。 

 ハ・ヨンジョ先生が、大和に来られた時、２階席で私の説教をお聴きになら 

れた。後で「説教できたら、幸せだった！」と言われて、感動した。一生忘れ 

ない。病気で語れない痛みを学んだ。私大川も、いつの間にか、福音を語ること 

に人生を賭け、「世界一の語りたがり」な牧師でありたい。近々手術をする者 

の心境である。お祈り願いたい。 

 彼は「松坂世代」への思いは？の質問に、こう応えた。 

 「本当にいい仲間に恵まれた。自分の名前がつく以上、その世代のトップで 

なければならないと思ってやってきました。それがあったから、最後まで諦め 

ずにやれてこられたかなと」 

 私は先週、もしものことがあっても迷惑をかけないように、「遺言」を書き 

家内と副牧師に渡した。本心は「明るく、元気なニコニコ牧師」で、腕がち 

ぎれるまで福音を投げ続けたい気持ちである。それにしても、私は、本当に 

良い仲間（家内、伝道牧会スタッフ・役員さん・信徒の愛兄姉）に恵まれた。 

 ハレルヤ！心から感謝しております。God Ｌｏｖｅｓ Ｙｏｕ , ｓｏ ｄｏ Ｉ ！ 

 

 熊本県の皆々様へ。阿蘇山の噴火災害、心からお見舞申し上げます。 

熊本弁訳のヨハネによる福音書１５章４節を贈ります。「わたしにとどまりなっせ。 

わたしもあたがたん中にとどまる。」 主の助けを祈ります。 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰテモテ４章～Ⅱテモテ４章 Bコース：エレミヤ１１章～２８章 


